
平成２０年度 上三川町予算の概要 

平成２０年度は、新たに策定した「上三川町第６次総合計画」の前 

期中間年度となり、町の将来像「より安心・安全で活力のあるまち 上 

三川」の実現を目指し、将来を見据えた施策を着実に推進すべく、平 

成２０年度の予算を編成しました。 

歳入面では、町税を中心とする自主財源の確保に努めるとともに、 

国県支出金の導入や計画的な起債により、依存財源の確保を図りまし 

た。

また、歳出面では、引き続き経常経費の削減に努め、財源の重点的 

かつ効率的な配分に留意しました。 

このような方針に基づき編成した一般会計予算は、１０１億３，０ 

００万円で、前年度当初予算に比較して２５億２，６００万円、２０． 

０％の減となりました。なお、町税は前年度比７．５％減の６１億４， 

０５０万４千円、地方譲与税は前年度比０．６％減の１億８，０１０ 

万円、地方特例交付金は前年度比１５．９％増の８，５２０万円、国 

県支出金は前年度比５． ２％減の１２億８， ５０９万２千円を見込み、 

目的基金の活用と財源調整のため財政調整基金等から総額７億２，７ 

１３万８千円を繰り入れ、中心拠点施設整備事業等の事業費に充当す 

る起債を８億６，６５０万円としました。 

各特別会計予算は、まず、国民健康保険事業予算は２７億９，８０ 

０万円、前年度比４．９％増、老人保健事業予算５億９，３００万円、 

前年度比６５．２％減、介護保険事業予算１２億８，４００万円、前 

年度比５．６％増、新規会計の後期高齢者医療予算１億６，６００万 

円、公共下水道事業予算１５億２，１００万円、前年度比２１．１％ 

増、農業集落排水事業予算３億９，０００万円、前年度比６６．７％ 

の減、用地先行取得事業予算４億３，８５２万２千円、前年度比２１． 

１％の減となりました。 

以上、一般会計と特別会計を合計した予算総額は１７３億２，０５ 

２万２千円となり、 前年度当初予算に比較して３９億６５７万７千円、 

１８．４％の減となりました。



次に、水道事業予算は、収益的収支は、収入５億５，３８０万３千 

円、支出４億７，０１９万６千円、資本的収支は、収入３億４，７５ 

９万５千円、支出８億９，４７４万７千円となりました。 

平成２０年度の主な事業は次のとおりです。 

(１ ) 中心拠点施設整備事業 ５９０，５３０千円 

（整備事業、特別会計用地買戻等） 
(２ ) 保健福祉対策事業 ８５５，２９９千円 

（障害者福祉サービス事業、予防接種、 

各種検診、医療費助成等） 
(３ ) 上水道事業 ８９４，７４７千円 

（第６次拡張計画） 
(４ ) 下水道事業 ５７５，５００千円 

（公共下水、特定環境） 
(５ ) 農業振興事業 ２２７，６３４千円 

（首都圏農業推進事業、水田農業構造改 

革モデル条件整備事業、土地利用型経 

営体育成事業、新農業水利システム保 

全対策事業等、観光基盤整備事業） 
(６ ) 農業集落排水整備事業 １６３，７０２千円 

（東部地区・南部地区） 
(７ ) 道路整備事業 ６２５，３２０千円 

（道路改良・道路維持・交通安全施設等） 
(８ ) 市街地整備事業 １８３，４５３千円 

（富士山地区整備・街路事業等） 
(９ ) 学校施設整備事業 ２９３，７７０千円 

（小・中学校施設整備）


